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『

正

法
眼

蔵

重

写

記
』

（

以

下
、

『

重

写

記
』

）

は
、

永

平

寺
三

十

五

（

三

＋
四
）

世
・

版
橈
晃
全
（

一

六
二

七

〜

＝
ハ

九

三
）

に

よ
っ

て

編

輯
さ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ほ　

れ
た

晃
全

本
『

正

法
眼
蔵
』

中
の
、

節
晃
守
廉
（

？
〜
一

七
二

七
）

繕
写

本
に

、

節
晃
が

著
し
、

付
し

た

序
文
で

あ
る

。

『

重
写
記
』

は
、

所
蔵
者

の

岸

澤
惟
安
氏
や

永
久
岳
水
氏
（

通

和
尚

本
）

に

よ
っ

て

引
用
や

概
要
の

紹

介
は

さ

れ
て

い

る

が
、

具
体
的
な
内

容
の

考
察
は

未
だ

行
わ

れ

て

い

な
い

。

そ

の

内
容
は

前
半
・

後
半
に

分
け
ら
れ

る

が
、

本
稿
で

は

後
半

の

中
心
的
話
題

で

あ
る

、

節
晃
の

『

正

法
眼
蔵
』

編
輯

論
に
つ

い

て

考

察
す
る

こ

と

で
、

江

戸
宗
学
前
期
の

編
輯
論
に
つ

い

て

明
ら

か

に

す
る

こ

と

を
目

指
し

た

い
。

な
お

、

現
在
『

重

写
記
』

は
、

通
和
尚
本
・

岸

澤
文

庫
本
・

天

寧
寺
本
の

三

本
が

知
ら
れ

て

い

る

が
、

後
半
は

三

写
本

間
に

殆
ど

差
異
が

見
ら
れ

な
い

た

め
、

本
稿
で

は

天

寧
寺
本
（

「

水

平
正

法
眼

蔵
蒐
書
大
成
』

続
輯
九
〈

大
修
館
書
店、

一

九
九

四
〉

所
収

。

以
下

、

本
書

か

ら
の

引
用
は

頁
数
の

み

記
す
）

を
用
い

て

考
察
を

行
う

。

　

ま

ず
、

節
晃
は

晃
全
の

命
で

永

平

寺
の

宝

蔵
を

捜

索
し
て

い

る

が

（

五

六

九

頁
）

、

そ
の

成
果
を

自
身
の

二

回

目
の

書
写
本
に

編
入
す
る
に

あ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六
十

四
巻
第
一

号
　
平
成
二

十

七
年
十
二

月

た
っ

て

以

下
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

蓋
写
以

黄
紙

者
、

取

其
不
蠧
也

。

就
中

、

後
心
不
可
得
・

深
信
因
果
・

生

死
・

道
心
・

陞
座
之
五

巻
、

偕
未
嘗
敢
見
聞
于

叢
林

。

然
憑

方
丈
老
漢
之
駢
檬

、

以

得
之

於
古
紙
堆
敗
帙
中

。

其
中

、

雖
間
亦

不
鮮
可
怪
者

、

然
熟
読
焉、

則
高
祖

之

謦
咳、

朗
然
在
耳
者
夥
矣

。

譬
如
金
混
砂
中
而
精
光
奪
目

。

故
載
焉

。

而
不

忍

棄
者、

正

以
其
所
存
如
此

也
。

願
待
揀
砂
之

明
眼

察
焉
而
巳

。

此

外
、

辨
道

話
・

示

庫
院
文
・

重
雲

堂
記
・

出
家

、

倶
写
乃
併
括
一

帙、

為
九

十
六
巻
也

。

（
五

六
九

頁
、

句
読
点
筆
者、

以

下
略）

　
こ

こ

で

は
、

「

叢
林
に

見
聞
」

し

な
い

巻
と

し

て

「

後
心

不
可

得
・

深

信

因
果
・

生
死
・

道
心
・

陞
座

之
五

巻
」

を

挙
げ
て

い

る
。

確
か

に

こ

れ

ら

を

『

正

法
眼

蔵
』

と

し

て

世
に

紹
介
し

た

の

は

晃
全

本
が

初
で

あ

る

が
、

同
様
の

経
緯
で

紹
介
さ

れ

た

「

四

禅
比
丘
」

巻
は

入
っ

て

い

な

い
。

ま
た

先
の

「

五

巻
」

に

は
二

十
八

巻
本
（

「

秘
密
正

法
眼
蔵
」）

か

『

太

白
峰
記
』

か

ら

収
録
さ
れ

た

旨
の

晃
全
の

識
語
が

あ
る

が
、

「

四

禅
比
丘
」

巻
に

は
他
の

書
写

者
の

識
語
を

含
め

て

見
ら

れ

な
い

。

天

寧
寺
本
「

四

禅
比
丘
」

巻
の

本

文
を

見
て

み

る

と
、

本
山

版
『

正

法
眼
蔵
』

に

あ
る
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『

正

法
眼
蔵
重
写
記
』

に
つ

い

て
（
秋

　
津）

「

秘
本
」

の

校
異
と
一

致
す
る

が
、

天

寧
寺
本
の

校
異
の
一

部
に

、

そ

れ

以
前
の

写
本
に

典
拠
が

見
い

だ

せ

な
い

も
の

が

あ

る

た

め
、

別
本
を
参

照
し

た

可

能
性
が

考
え
ら
れ

る
。

「

辨
道
話
・

示
庫
院
文
・

重

雲
堂
記
・

出
家
」

は
、

「

出
家
」

巻
を

除
け

ば

卍
山

本
が

初
め

て

『

正

法
眼
蔵
』

に

組
み

入

れ
た

巻
で

あ

り
、

駒
澤
人
学
図
書
館
所
蔵

、

節
晃
書
写
本
（
請
求

番
号

蕊
鎚

鷲
＼
°。

畠、

以
下、

駒
大
本
）

九

十
三

巻
に

は

正

式
に

は

組
み

入
れ

ら

れ

て

い

な
い

巻
で

あ
る

か

ら
、

卍

山
本
を

受

け
て

組
み

込
ん

だ

と
い

う
意
味
で

こ

の

よ

う
に

記
し

て
い

る

も
の

で

あ
ろ

う
。

　

こ

こ

で

節
晃
は

、

九

十
六

巻
全
て

を
親
撰

と

し
て

い

る
。

　一

方
で

節

晃
は

、

四

度
目
の

書
写
を

終
え
た

際
の

識
語
に

「

深
信

因
果
・

道

心
・

生
死

三

篇
、

語
言
鄙

陋
、

而
旨
趣
亦
無
絶

表
作

、

不
出

常
流

。

余
曽

菽

麦
未

拆
、

写
而
附
之

巻
末
也

。

後
人

誤

莫
伝
写
」

（

五

六

五

頁
）

と

記
し

て

お

り
、

ま
た

天

寧
寺
本
「

道
心
」

巻
の

後
に

は
、

以

下

の

節
晃
の

識

語
が

あ
り

、

同
様
の

こ

と
を
述
べ

て
い

る
。

已
上
、

因

果
・

生

死
・

道
心
の

三

巻
は

、

ひ
さ

し

く
庫
蔵
の

正
法
眼
蔵
に

い

る

と

い

へ

ど

も
、

い

ま
だ

諸
方
に
見
へ

ず
、

堂
上

老
漢

晃
全
師
の

命
に

よ

っ

て
、

今
か
た

か
た

伝
写
す、

退
而

考
る

に
、

此
三

巻
は

そ
の

う
た

が
は
し

き
も
の

す

く
な
か

ら

ず
、

揀
砂
の

眼
あ

き
ら
か
に

し

て、

鵝
王
の

乳
を
ゑ

ら
ぶ

を

ま
つ

。

節
晃
誌
焉
（

一

〇
六

九
頁

、

濁
点
筆
者

、

以

下
略
）

　

こ

れ

ら

の

偽
撰
を

疑
わ

れ

て

い

る

三

巻
は

、

先
の

「

偕
未

嘗
敢
見
聞

于
叢

林
」

の

五

巻

中
の

三

巻
で

あ

る
。

ま
た
こ

れ
ら

の

識
語

か

ら
、

節

晃
は

真
偽

判
定
に

お
い

て

は

「

不
出
常
流
」

を

最
も
重

要
視
し

て
い

る

も
の

と

思

わ

れ
る

。

こ

の

五

巻
の

残
り
の

二

巻
に
つ

い

て

見
る
と

、

「

後

心
不
可

得
」

巻
は

、

駒
大
本
「

心

不
可

得
」

巻
末
の

「

右
心
不
可

得
篇

ハ

定
テ

下

機
ノ

タ

メ
ニ

示
ス

ナ

ラ

シ
、

然
ル

ニ

他
心
通
コ

ト
ア
リ

此
能

ク

理

解
セ

リ
、

願
ク
ハ

此
篇
二

此
他
心
通
ノ

篇
を
書
入
タ

キ
モ

ノ

ナ

リ
」

（

三

冊
．

十
七

丁
裏
）

と
い

う
「

後
心

不
可

得
」

巻
を

踏
ま
え
た

と

思
わ

れ

る

識
語
か

ら
高
く
評
価
さ

れ
て

い

る

こ

と

が

分
か
る

。

「

陞
座
」

巻
は

、

天

寧
寺
本
「

三

時

業
」

巻
末
に

「

三

時
業
の

つ

ぎ
に

第
九

十
五

陞
座

の

ま

き

あ

り
、

し
ば

ら

く
は

こ

こ

に

秘

し

て

い

だ

さ

ざ
る

も
の

な
ら

し

節
晃
誌

焉
」

20

七

四

頁
〉

と

あ

り
、

書
写
は

し
な
い

が

偽
撰
で

あ
る

と

断
言
は

し

て

い

な
い

。

ま
た

晃
全

が

著
し
た

『

僧
譜
冠

字
韻
類
』

道

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　（
マ

マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
（

1）

元

章
に

、

「

嘗
著
正

法
眼
蔵
八

十
有
三

巻
…

大
白
峯
記
・

清
規
等
書
」

と

あ

り
、

晃
全
は

「

陞
座
」

巻
が

『

太
白
峰
記
』

に

含
ま
れ
て
い

る

こ

と

か

ら
親
撰
と

判
断
し

、

晃
全

本
に

組
み

入
れ

た

が
、

節
晃

も
そ
の

評
価

を

引
き

継
い

で

い

る

と

思
わ

れ

る
。

同

時
に

、

こ

れ

ら
三

巻
以

外
は

親

撰
で

あ
る

と

考
え

て

お

り
、

叢
林
に

流

布
し

て

い

る

と
い

う
こ

と

に

な

る
。

こ

こ

で

も
「

四

禅
比
丘
」

巻
を

ど

こ

で

見

た

の

か
が

問
題
で

あ

る

が
、

後
述
の

四

十
巻
本
に

含
ま
れ

て

い

た

も
の

の

可
能
性
も
あ
る

。

　
続
い

て
、

節
晃
の

『

正
法
眼

蔵
』

編
輯
論
に
つ

い

て

見
て

い

き

た
い

。

節
晃
は

か
つ

て

行
っ

た

『

正
法
眼
蔵
』

捜
索
の

所
見
に

つ

い

て
、

余
、

嘗
見
叢
林
所
伝
之
正

法
眼
蔵
全
帙
［
以

或
六

十
巻

、

或
八

十
三

巻
、

或

四

十
巻
為
】

帙
、

故
毎
寺
院
在
之
巻
数
不
鈞
］

、

皆
以

現
成
公

案
按
巻
頭

、

以

般
若
巻
序
之
次

。

綢
謬
而
慣
古
則

、

浸
顳
倒
暦
号

之
始
卒

、

住
山
之
歴
次
者

、
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亦
絶
不

鮮
矣

。

（

五

六
九
〜

五
七
〇

頁、
［

］

内
は
割
注
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

と

述
べ

、

か
つ

て

見
た

六

十
巻
本

、

八

十
三

巻

本
、

四

十
巻

本
等
の

諸

本
は
皆
「

現
成
公

案
」

・
「

摩
訶
般
若
波
羅
蜜
」

巻
か

ら

始
ま
っ

て

お

り
、

殆
ど

が
撰
述

年
代
順
の

編
次
で

は

な
か
っ

た
と

し
て

い

る
。

そ
の

上
で

そ

の

理
由
に

つ

い

て
、

故
余

、

熟
思
惟
于
諸

、

凡
茲
正

法
眼
蔵
也
者

、

師
歴
住
興
聖
・

吉
峰
・

六
波
羅

蜜
寺
趾
・

禅
師
峰、

而
甫
自
寛
喜
辛
卯、

竟
抵
建
長

癸
丑、

四

会
二

十
三

年
之

演
法、

而
神
足
之
侍
奉
亦

毎
会
非
于
一

人
。

故
或
五

巻、

或
十
巻、

従
各
自
之

所
得
次

序
巻
目

。

故
多
与
寡
雖
以
一

檗
而
論
之、

所
以

合
則

甲
乙

見
翻
覆

、

往
々

以

為
牴
牾

。

依
之

雖
以

余
之
不
敏

、

略
欲
校
正

于
之

、

而
準
其
経
緯
綸
緝

之
正

者
法
也

。

故
而
今

、

牽
于
暦
号
甲
乙、

随
于

歴
住
之

輪
次

。

則
先
于
辨
道

話、

次
于

般
若
・

現
成

、

而
以

為
綱
目

矣
。

（

五
七

〇

頁）

と

述
べ

て
い

る
。

つ

ま

り
、

道
元

禅
師
（
一

二

〇

〇
〜
一

二

五
三
）

の

「

四

会
二

十
三

年
之
演

法
」

に

多
く
の

弟
子
が

参
随
し

た

が
、

そ
の

中

で

各

弟
子
が

得
た

巻
数
に

応
じ

て

独
自
に

『

正
法
眼
蔵
』

を

編
輯
し

た
た

め
、

巻

数
や

編
次
が

異
な
っ

て

い

る
と

い

う
説
を

提
示
し

て

い

る
。

こ

の

背

景
と

し

て
、

例
え
ば

中
世
の

永
平
寺
で

は

六
十

巻
本
系
が

、

總
持
寺
で

は

七

十
五

巻
本
系
が

と
い

う
よ

う
に
、

門
派

毎
に

重
ん

じ
る

『

正

法
眼

蔵
』

の

系
統
が
異
な
っ

て

い

た

が
、

当
時
は

そ

れ

ら

以
外
の

、

様
々

な

巻
数
の

多
様
な
『

正

法
眼

蔵
』

が

存
在
し

て

い

た
、

と
い

う
可

能
性
も

考
え
ら

れ

る
。

そ
し

て

そ

れ

ら
を

束
ね
る

た

め

の

基

準
と
し

て
、

撰

述

年
代
順
に

編
次
し

た

と

述
べ

て
い

る
。

様
々

な
『

正

法
眼

蔵
』

が

存
在

『

正
法
眼
蔵
重
写
記
』

に
つ

い

て

（

秋
　
津
）

す
る

の

は
、

道
元

禅
師
や

懐
奘
（

二

九

八

〜
一

二

八

〇
）

と
い

っ

た
、

特
定
の

人

物
に

よ
っ

て

編

輯
さ

れ

た

も
の

が

分
化
し
て

い

っ

た

と

は

し

て

い

な
い

の

で

あ
る

。

ま
た

節
晃
は

『

重

写
記
』

の

後
半
の

冒
頭
に

、

当
時
の

永
平
寺
に

は
、

梵
清
本
や

宋
吾
本
だ

け

で

な

く
、

道
元
禅
師
真

蹟

を

は

じ

め
、

懐
奘
・

義
介
（
一

二
一

九

〜

＝
二

〇

九
）
・

義
演
（

p・
〜

；
二

四
）

等
が

自
ら

写
し

た
り
受
け
継
い

で

き
た

り
し
た

本
が
あ

る

と

記
し

て

い

る
（

五

六
八

〜
五

六

九

頁）
。

永

平
寺
の

法
宝
は

、

正

徳
四

年

（

一

七
一

四
）

の

大
火
で

相
当
数
が

失
わ

れ
た

が
、

節
晃
の

調
査
時

に

は

多
く
の

真
蹟
史
料
が
残
っ

て

お

り
、

そ

れ

を

直
接
確
認
し

た

た

め

に
こ

の

よ

う
に

述
べ

て

い

る

も
の

と
思

わ

れ

る
。

そ

の

真

蹟
判
定
の

精
度
に

関
し

て

は

別
途
問
わ

れ

る
べ

き
で

あ
る

が
、

現
存
し

な
い

各
祖
師
の

真

蹟
本
や
独
自
結
集
本
を

見
た

可
能
性
も
考
え
ら

れ

る
。

　

そ

し

て

以
下
よ

り、

撰
述
年
代
順
の

『

正

法
眼

蔵
』

編
輯
の

理
由
に

つ

い

て

述
べ

る

箇
所
に

入

る
。

自
意

、

果
而

得
于

蒐
輯
之

全
也

。

或
難
日

、

観
子
之

連
此
巻
目、

稍
有
所
異

古

本
之
例
何
居

。

直
饒
有
暦
次
問
為
齟

齬、

傚
于

将
就
又
其
宜

也
。

孰
肯
狢
之

邪
。

余
日

、

諒
或
斯
言
也

。

雖

然
、

功
夫
弁
道

、

則
現
証
上

于
万

法
、

行
出

路

于
一

如
。

其
超
関
脱
落
時

、

豈

掬
箇
節
目
乎
哉

。

脱
落
≧

ミ

時
、

弁
道
輒
公

案

現
成
也

。

於
是
全

罔
前
後
可
論

。

特

由
住
山

年
暦
之
次
第、

則
以

庶
幾
其
為
後

前
於
前
後
亦

不
出
予
之

臆
裁

。

然
足
順

理
之

常
、

而
且

見
高
祖
之

面

目
儼
然

。

然
則
伊
誰
以

諸
謂
其
不
然
乎

。

（
五
七

〇
頁
）

節
晃
は

自
身
の

定
め
た
『

正
法
眼
蔵
』

の

編
次
に
つ

い

て
、

以

前
の
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『

正

法
眼
蔵
重

写
記
』

に
つ

い

て

（
秋
　
津
）

写
本
と

異
な
っ

て

い

る
こ

と
へ

の

疑

問
を

述
べ

た

後
に

、

そ
れ

を
一

応

肯

定
し
つ

つ

も
自

身
の

意
見
を

示
し

て

い

る
。

ま
ず
「

辨
道

話
」

巻
の

一

節
（

五
七
二

頁
）

を
引
い

て
、

身
心
脱
落
し

た

時
に

、

証
上

や

出
路
と

い

っ

た

節
目
を
問
題
に

す
る

こ

と

が

あ
る

だ

ろ

う
か

、

と

す
る

。

そ

う

で

あ
る

か

ら
、

結
局
「

辨
道
話
」

巻

を

初
巻
に

置

く
こ

の

編

次
は

節
晃

個
人
の

判

断
以

上

の

も
の

で

は

な
く、

ど

の

よ

う
な
順
番
で

も

殆
ど

同

じ

で

あ
る

。

そ
し

て

「

順

理
之

常
」

で

あ
る

こ

と
と

、

高
祖
の

姿
の

威

厳
が

示
す

所
を

見
れ

ば

十
分
で

あ
っ

て
、

ど

う
し
て

順
序
が

違

う
と
い

う
者
が
あ
る

だ
ろ

う
か
、

と

述
べ

て
い

る
。

　

卍

山
道
白
（

一

六

三
六

〜
一

七
一

五
）

は

源
光
庵
本
の

序
文

で
、

「

高
祖

滅

後
、

孤

雲
禅
師
雖

為
結
集

、

未
定

編
次

。

是
故
後

学
、

信
手

纂
輯

、

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（

3）

次

第
雑
乱

、

閲
者
為
慊
…

以

年
月
日

時
、

立

巻
之

次
第
」

と

述
べ

、

懐

奘
は

結
集
の

み

行
い
、

編

輯
は

後
代
の

者
が

好
き
勝

手
に

行
っ

た

た

め

に

乱
れ
て

し

ま
っ

た
と

し

て

い

る
。

ま

た

河
村
孝
道
氏
は
「

晃
全
は

『

正

法
眼

蔵
』

編

集
の

実
際

に

昧
い

こ

と

か

ら
、

結

集
順

列
に

当
っ

て

は

七

十
五

巻
本
も
六

十

巻
本
も
、

そ

の

他
八

十
四

巻
本
・

七

十

八

巻
本
等

を

各
本
の

謄

写
者
の

任
意
に

依
る

列
次
書
写
と

見
て

、

こ

れ

ら

を

結
集

し
て

奥
書
年
時
順
に

配

列
し

て

統
［

的
編

集
を

意
図

し

た
の

で

あ．

μ

と
述
べ

て

い

る
。

卍
山
・

晃
全
・

節
晃
の

三

者
に

共
通
す
る
の

は
、

様
々

な
巻

数
の

『

正

法
眼
蔵
』

が

存
在
す
る
の

は
、

様
々

な

人
が

編
輯
し

た

結
果
で

あ
る

と

し

て
い

る

こ

と

で

あ
る

。

つ

ま

り
彼
ら
は

自
身
も
ま

た
、

道
元
禅

師
の

時
点
で

は

「

未
定
編
次
」

の

『

正

法
眼

蔵
』

を

「

従
各
自

之

所
得
次
序
巻
目
」

し
た
一

人
に

過
ぎ
な
い

の

で

あ
っ

て
、

「

後
学

、

信

手
纂
輯

、

次
第
雑
乱
」

し
て

い

っ

た

多
数
の

『

正

法
眼
蔵
』

を
結
集
し

、

編
次
を
定
め

る

の

に
、

最
も
一

般
的
な
方
法
で

あ
り

、

「

順
理
之

常
」

で

あ
っ

た

成
立
年
代
順
を
用
い

た
と
い

う
こ

と

で

あ
ろ

う
。

　

以

上
、

本
稿
で

は

『

重
写
記
』

か

ら
、

節
晃
の

『

正
法
眼

蔵
』

結
集

や

そ
の

編

輯
論
に

つ

い

て

論
じ

た
。

本
稿
で

は

述
べ

ら
れ

な
か
っ

た
、

節
晃
の

行
状
等
の

問
題
に
つ

い

て

は

再
度
考
察
し
た

い
。

1
　
『

永
平
寺
史
料

全
書
』

禅
籍
編
第
三

巻
（
大
本
山

永
平
寺

、

二

〇

〇

五
）

　
四
八

二

頁
。

2
　
節
晃
が
こ

の

三

系
統
本
を

挙
げ
て

い

る

理

由
及
び

四
十

巻
本
に

つ

い

て

　
は

、

拙
稿
「

晃
全
本

『

正

法
眼
蔵
』

の

本
文
編
輯
に

つ

い

て
」

参
照

。

3
　
『

永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』

続
輯
七
（
大
修
館
書
店、

一

九
九
七
）

三

頁
。

4
　
河
村
孝
道
『

正

法
眼
蔵
の

成
立
史
的
研

究
』

四
二

五

頁
。

〈

参
考
文
献
〉

岸
澤
惟
安
「

太
白
峯
記
」

（

『

曹
洞
宗
全
書
会
報
』

第
二

十
号

、

一

九

三

八
、

　
一

〜
二

頁
）

永
久
岳
水
『

正

法
眼

蔵
の

異

本
と

伝
播
史
の

研
究
』

（
中

山
書
房

、

一

九
七

三
）

河

村
孝
道
『

正

法
眼

蔵
の

成
立

史
的
研
究
』

（
春
秋
社、

一

九
八
七
）

秋
津
秀
彰
「

晃
全
本
『

正
法
眼

蔵
』

の

本
文
編

輯
に
つ

い

て
」

（

『

曹
洞
宗
総
合

　
研

究
セ

ン

タ

ー

学
術
大
会
紀
要
』

第
十
六

回
、

二

〇
一

五
、

二

五

〜
三
〇

頁）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

道
元

禅
師

、

晃
全
本
『

正

法
眼
蔵
』

、

編
輯
論

、

節
晃
守
廉

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　（
駒
澤
大
学
大
学
院
）
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